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市
で
は
、
平
成
24
年
12
月
か
ら
海
野
宿
の
古
民
家
を
改
修
し
て
海

野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事
は
本
年

3
月
に
完
了
し
、
4
月
か
ら
一
部
で
営
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
月
20
日
に
全
館
で
営
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
は
、

中
庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
四
方
に

配
置
さ
れ
た
土
蔵
、
母
屋
、
物
置
、

蚕
室
を
、
そ
れ
ぞ
れ
玄
関
棟
、
宿

泊
棟
、
休
憩
棟
、
飲
食
棟
に
改
修

し
た
施
設
で
す
。

　

既
存
の
柱
や
梁
を
残
し
、
歴
史

的
建
造
物
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ

え
る
宿
泊
棟
は
、
最
大
8
名
（
4

名
×
2
組
）
の
宿
泊
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
中
庭
は
観
光
客
が
自
由
に

出
入
り
で
き
、
喫
茶
（
休
憩
棟
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
（
飲
食
棟
）
の
み

の
利
用
も
で
き
ま
す
。

　

本
施
設
の
愛
称
は
、「
う
ん
の

わ
～
u
n
e 

n
o
i
x
～
海

野
宿
交
流
施
設
」。
仏
語
で
市
の

特
産
「
く
る
み
」
を
意
味
す
る

「
u
n
e 

n
o
i
x
」
の
発
音
を

平
仮
名
表
記
し
た
こ
の
愛
称
に
は
、

海
野
に
人
と

人
と
の
輪
や

交
流
が
生
ま

れ
る
よ
う
に

と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
施
設
の
管
理
・
運
営
を
担
う

の
は
、
美
ヶ
原
高
原
に
あ
る
旅
館

の
経
営
に
携
わ
り
、
豊
富
な
経
験

を
持
つ
、
有
限
会
社
桜
清
水
ビ

レ
ッ
ジ
（
松
本
市
）
で
す
。

　

海
野
宿
初
の
宿
泊
施
設
と
し
て

期
待
さ
れ
る
中
、
市
で
は
同
社
と

協
力
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設

運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課　

観
光
係　

☎
67

－

１
０
３
４

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設

７
月
20
日（
日
）

「
う
ん
の
わ
」
全
館
オ
ー
プ
ン

施
設
の
概
要

施
設
の
愛
称

施
設
の
管
理
・
運
営

う
ん
の
わ

　

東
御
市
本
海
野
１
０
１
３

　

☎
75

－

５
３
３
１

18
和 海野宿入口

海
野
宿
橋P

有
料

しなの鉄道至大屋 至田中

白鳥神社

●海野保育園

海野宿農村公園●

◀海野宿滞在型交流施設
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街
道

入
口▶

海
野
宿

ふ
る
里
館

いっぷく

受付

宿泊棟

休憩棟

玄関棟

飲食棟

dining
楽 駐車場 駐車場

入口

宿泊棟（７月20日オープン）
『宿場町を灯す小さな宿  海野宿  ふる里館』

休憩棟『いっぷく ippuku ～海野～』

飲食棟
『dining 楽（Raku）～海野～』

玄関棟

最大₈名（₄名×₂組）宿泊可能
1泊2食付 15,000円～20,000円

営業時間　午前₉時～午後₅時（年中無休）

営業時間　午前₉時～午後₉時（年中無休）
【ランチタイム】　　午前11時～午後₃時
【ディナータイム】　午後₅時～午後₉時※

　昭和初期の母屋を改装した木造 2 階建てのメゾネット形式の宿
泊施設。旧北国街道海野宿の街並みを臨む 2 階客室は、宿場の
風情を感じられるほか、むき出しの大きな梁が日本の伝統建築の
魅力を伝えている。

　木造 2 階建ての物置を改装した喫茶兼ギャラ
リー。1 階部分はコーヒーやソフトクリームなどの
販売コーナーで、2 階部分は 8 席の休憩スペース。
コーヒーなどはテイクアウトできるので、中庭のベン
チで建物の歴史を感じながら味わうもよし。

　木造 2 階建ての蚕室を改装したレストラ
ン（1 階・2 階 各 16 席）。
　「信州（東御）の地産地消」をテーマに掲げ、
地元の食材をふんだんに使った
料理を提供。

　土蔵を改装した宿泊棟と飲食
棟共通の玄関。黒漆喰の壁が、
家の繁栄ぶりを物語っています。
　「 ふる里 館 」 と「dining 楽 」
をご利用の方は、ここからお上
がりください。

※ディナータイムは₇月20日から開始します。
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東
御
市
初
参
戦
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４

１
万
２
８
４
１
人
が
運
動
に
挑
戦

　

5
月
28
日
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本

を
元
気
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
治
体
同

士
で
午
前
0
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間

に
15
分
以
上
続
け
て
運
動
を
行
っ
た
住
民

の
参
加
率
を
競
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

2
0
1
4
」（
主
催
：
公
益
財
団
法
人
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
市
民
1
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
と
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
当
市
は
、
今
回
初

め
て
参
加
し
、
茨
城
県
行な
め

方が
た

市
（
今
回
で

5
回
目
の
参
加
）
と
参
加
率
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
参
加
に
当
た
っ
て
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、「
～
ハ
ー
ト
つ
な
い
で

～
T
O
M
I
、
t
o 

m
e
！
」
の
歌
に

合
わ
せ
て
で
き
る
、
簡
単
な
体
操
を
含
め

た
15
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
と
う
み
15
分
体
操
」
を
作
成
し
、
全

区
や
市
内
企
業
、
学
校
等
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
行
委
員
会
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
や
保
健
師
を
市
内
5
地
区
の
公
民

館
に
派
遣
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
15
分
体

操
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
や

企
業
、
学
校
で
は
、
独
自
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
組
ま
れ
た
ほ
か
、
体
育
協
会
加

盟
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
個
人
の
参
加
も

多
く
あ
り
、
当
市
の
最
終
参
加
率
は
人

口
3
万
1
1
2
6
人
に
対
し
41
・
3
％

（
1
万
2
8
4
1
人
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
相
手
の
行
方
市
の
最
終
参
加

率
は
、
人
口
3
万
7
6
6
4
人
に
対
し

46
・
1
％
（
1
万
7
3
7
3
人
）
に
達
し
、

残
念
な
が
ら
当
市
の
惜
敗
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
体
を
動
か
す
良
い
機
会
の
1
日
に

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
で
勝
利
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▲行方市の鈴木周也市長とエール交換
（₅月₆日、行方市役所）

行方市 東御市
報告時刻 参加人数（人） 参加率（％）

午後１時 1,177 3.8

午後５時 6,680 21.5

午後10時
（最終結果） 12,841 41.3

登録人口　31,126 人

報告時刻 参加人数（人） 参加率（％）

午後１時 8,503 22.6

午後５時 12,422 33.0

午後10時
（最終結果） 17,373 46.1

登録人口　37,664 人

VS
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皆
さ
ま
の
ご
参
加

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
64

－

５
８
８
５

学校・
子育て施設でも

公民館・
温泉施設でも

職場でも

　市内の小中学校や保育
園などでは独自のプログラ
ムが組まれ、子どもたちは
楽しみながら15 分間の運
動をしました。

　公民館や温泉施設では、
集まった老若男女がそれぞ
れの体力に合わせて運動を
楽しみました。

　市内の事 業所に
もご参加いただき、
ウォーキングや体操、
ごみ拾いなどが各所
で行われました。

▲楽しく運動に取り組む親子
（東部子育て支援センター）

▲ダンスやランニングなどで汗を流す（北御牧保育園）

▲全校で「～ハートつないで～TOMI, to me！」を踊る
（祢津小学校）

▲「チャレンジ！とうみ15分体操」（滋野コミュニティーセンター）

▲高齢者大学の受講者がストレッチに挑戦（中央公民館）

▲スタンプラリー方式のウォーキング
（コトヒラ工業㈱）

▲ボッチャに挑戦（ゆぅふるtanaka）

市報とうみ（2014年 7月）5



　

災
害
発
生
時
の
避
難
情
報
等
の

全
市
へ
の
緊
急
連
絡
に
つ
い
て
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
緊
急
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
に
よ
り
強
制
起
動
し
て
（
自

動
的
に
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン
さ
せ
て
）
行
い

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
放
送
が
聞
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
さ
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
各
ご
家
庭
に
お
い
て
防
災
ラ
ジ

オ
の
受
信
状
態
が
悪
い
場
合
は
、
付
属
の

Ｔ
字
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、

相
当
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。
Ｔ
字
ア
ン

テ
ナ
を
つ
け
て
も
受
信
で
き
な
い
場
合
に

は
、
企
画
財
政
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

エ
フ
エ
ム
と
う
み
の
放
送
で
は
、
東
御

市
内
の
災
害
・
防
災
情
報
だ
け
で
な
く
、

地
域
か
ら
提
供
さ
れ
た
催
し
や
地
域
活
動

に
関
す
る
情
報
を
、
一
般
放
送
の
中
で
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、

一
部
の
区
へ
の
連
絡
の
た
め
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
市
に
お
け
る
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
防
災
無
線
に

よ
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ

オ
放
送
を
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
現
在

の
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
放
送
を
主
体
に
メ
ー

ル
配
信
で
補
完
す
る
情
報
伝
達
体
制
を
構

築
し
た
も
の
で
、
全
市
へ
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
区
が
独
自
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
区

に
は
補
助
金
制
度
等
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

地
域
づ
く
り
支
援
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、
市
の
主
要
課
題

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
5
月
7
日
か
ら
5
月
27
日
ま
で

の
期
間
、
各
地
区
で
開
催
し
、
各
区
や
各

種
団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
一
般

市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
い
た
だ
き
、
活
発

な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

まちづくり
懇談会

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

―
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
―

回
答

平成26年度まちづくり懇談会の開催状況

開 催 日 開 催 地 区 参加者数

5月07日（水） 田 中 地 区 56名

5月16日（金） 和 地 区 61名

5月19日（月） 北 御 牧 地 区 66名

5月20日（火） 滋 野 地 区 56名

5月27日（火） 祢 津 地 区 49名

合　　計 288名

▲防災ラジオの電源プラグは常にコンセントに
　さしておきましょう

◀区がスピーカーを設置する場合は
　補助金制度等をご活用ください

今
年
2
月
の
大
雪
の
よ
う
な

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

（2014年 7月）市報とうみ 6



　

松
く
い
虫
防
除
対
策
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お
り
、

樹
種
転
換
等
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
松

く
い
虫
防
除

対
策
を
進
め

る
中
で
、
ひ

と
つ
の
参
考

意
見
と
し
て

研
究
を
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　

和
児
童
館
は
、
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
こ
と
、
学
校
か
ら
遠
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
的
に
は
、
小
学
校

敷
地
内
へ
の
移
転
が
適
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
平
成
26
、
27
年
度
に
和
小
学
校
の
非

構
造
部
材
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
そ

の
後
長
寿
命
化
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ

の
検
査
終
了
以
降
に
和
児
童
館
の
移
転
改

築
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
で
は
内
科
・
外
科
な

ど
を
中
心
に
常
勤
医
10
名
で
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
学
会
等
に
よ
り
不

在
と
な
る
場
合
は
代
わ
り
の
医
師
が
診
療

い
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
児
科
や
整
形
外
科
は
代
わ

り
の
医
師
が
い
な
い
た
め
休
診
と
し
て
い

ま
す
。

　

医
師
確
保
に
向
け
て
は
、
大
学
や
県
の

ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
採
用

に
向
け
努
力
し
て
い
ま
す
。

▲市民病院

▲和児童館

　

見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
高

齢
者
の
外
出
時
の
事
故
や
認
知
症

高
齢
者
の
戸
外
で
の
徘
徊
の
際
、
身
元
確

認
や
当
事
者
の
必
要
な
情
報
の
取
得
に
迅

速
に
対
応
で
き
た
と
い
う
報
告
事
例
が
あ

り
ま
す
。
緊
急
時
の
見
守
り
対
策
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
人
の
状
況
を
確

認
す
る
手
段
と
し
て
は
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
含
め

い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
よ
い
の
か

検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　市では、市民の皆さんから市政に対
するご意見やご提言をいただき、市政
運営に反映できるよう、市民の皆さん
の声をお聞きする“広聴活動 ” を行って
います。
　「まちづくり懇談会」は５地区年 1 回、

「ふれあい市長室」は年４回（5 月、8 月、
11 月、2 月）開催し、「市政への提言 “ 私
のひとこと ”」は年 4 回（4 月、7 月、10 月、
1 月）実施しています。
　皆さんの貴重なご意見をお待ちして
います。
※開催日程等については、市報お知ら

せ版や市公式ホームページで事前に
お知らせしますので、ご確認ください。

回
答

旧
和
保
育
園
の
跡
地
へ
の

和
児
童
館
移
設
に
つ
い
て

回
答

市
民
病
院
の医

師
確
保
に
つ
い
て

回
答

ブ
ナ
は
雨
水
を
溜
め
込
む
力
に

長
け
て
お
り
、
松
く
い
虫
の
被
害

が
進
行
し
て
い
る
地
域
に
ブ
ナ

林
の
試
験
区
を
設
け
て
、
里
山
を

ブ
ナ
林
に
変
え
て
い
っ
て
は
ど

う
か

回
答

東
京
都
大
田
区
で
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

東
御
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か

皆さんの声を
お聞かせください

▲松くい虫被害木

●問い合わせ先
　企画財政課　企画政策係
　☎64－58９３
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“私のひ
とこと”

平成26年4月実施分

市政への提言

　「市政への提言“私のひとこと”」は、市民の皆さまから市政に対するご意見やご提言をいただき、住みよいま
ちづくりを進めるために実施しています。
　今回は 23 件の投書をいただいた中から 2つのご提言を紹介します。なお、紙面の都合により、文章を要約した
り文言を一部修正したりしている場合がありますのでご了承ください。
　いただいたご提言は、今後の市政運営に活用させていただきます。

　他市町村では、地区内の道路の数箇所
に本棚を設置して、誰でも自由に本を手に

し、読み終えたら返却する取組みを行っています。そ
のため、東御市でも古本の活用として同様の取組みを
してはいかがでしょうか。

　他市町村の実施状況を調査したところ、
行政主導で実施をする形態は少なく地元の

商店街や古書店などが中心となり、古本活用や観光資
源としての活用に取り組んでいる事例がありました。
　行政主導でのブックポストの設置については、設置場
所や管理の方法、継続性等の課題もあり、当面は設置
する予定はありません。
　東御市立図書館では、昨年度から「陸前高田市図書
館再建プロジェクト」（注）に参加し、古本の活用と被
災地支援の一環として取り組んでおりますので、活用い
ただければと思います。

（注）陸前高田市図書館再建プロジェクト：東日本大震
災により被害を受けた陸前高田市の図書館を再建する
ため、読み終えた書籍
を送ることにより、その
買取金額相当が図書館
再建として役立てられ
ています。

　土曜日の延長保育は、現在午後４時まで
となっており、日曜・祝日と同様に午後６

時までやっていただきたいです。

　市では、平成 25 年度末に、乳児から小
学校２年生までのお子さんをもつご家庭に、

子育て施策についてのアンケート調査を実施し、子育て
ニーズの把握を行っています。それをもとに、本年度は

「子育て支援計画」を策定する予定ですので、その中で
アンケート調査結果等も踏まえ、ご要望についても検討
したいと思います。

●問い合わせ先
　企画財政課　企画政策係　☎ 64 −５８ ９３
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申請手続きは

7月1日から
臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

給付金の申請から受給までの流れ

　消費税率の引き上げに際し、所得の低い方や子育て世帯の負担を緩和するため、「臨時福祉給付金」と「子育て世
帯臨時給付金」の 2 つの給付金を支給します。
　この給付金の受給には申請が必要です。対象となる方は、期間内に申請手続きをお願いします

　支給対象になると思われる方（世帯）には、6 月下旬に市から申請書が送付されて
います。
　※平成 26 年 1 月 2 日以降に東御市に転入された方は、前住所地の市町村で申請
手続きをしてください。

　申請書に必要事項を記入し、添付書類を添えて申請期間内に受付窓口へ郵送す
るか、直接お持ちください。

【申請期間】平成26年 7 月 1 日（火）から平成26年 10 月 1 日（水）まで
【受付窓口】福祉課　福祉推進係（市総合福祉センター内）

　支給要件を満たした場合、申請書で指定した口座に入金されます。

●平成25年分所得の申告がお済みでない場
合は、所得申告の上、支給申請してください。

●振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意く
ださい。市や厚生労働省が ATM（現金自
動預け払い機）の操作をお願いすることは
絶対にありません。

●問い合わせ先
◦臨時給付金及び子育て世帯臨時特例給付金に関すること
　福祉課　福祉推進係（市総合福祉センター内）
　☎ 6 4－8 8 8 8
◦住民税及び所得申告に関すること
　税務課　住民税係　☎ 6 4－5 8 7 7

注 意 点

臨時福祉給付金

対象者 1 人につき 1 万円

＜対象者 ＞
市民税（均等割）の非課税者  　

＜対象者 ＞
　1月分の児童手当の受給者

※但し、課税者の扶養親族や生活保護法被保護者、
中国残留邦人等の円滑な帰国促進等による支援
給付受給者は除く。

基礎年金や児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者に
は 5 千円を加算します。

※但し、児童手当の所得制限限度額以上の方や生
活保護法被保護者、中国残留邦人等の円滑な帰
国促進等による支援給付受給者は除く。

子育て世帯臨時特例給付金

対象児童 1 人につき 1 万円

①申請書が自宅に
　届く（6月下旬）

②申請書を記入し、
　窓口へ提出

③給付金を受給

支給要件を満たす方で、市から申請書（通知）が
届かない場合は、受付窓口へ連絡をお願いします。

受け取ること
ができるのは
どちらか 1 つ

市報とうみ（2014年 7月）9



一
部
負
担
金

の
割
合

判
定
の
基
準

３
割
負
担

　

平
成
26
年
度
の
市
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以

上
の
被
保
険
者
の
方
及
び
そ
の
方
と
同
一
世
帯
の
世
帯
員
で

あ
る
被
保
険
者
の
方
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
方
は「
基
準
収
入
額
適
用
申

請
」を
し
、認
定
さ
れ
た
場
合
は
負
担
割
合
が
１
割
に
な

り
ま
す
。

◦
被
保
険
者
１
人
世
帯
で
そ
の
方
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満
の
方

◦
被
保
険
者
複
数
世
帯
で
被
保
険
者
の
方
の
収
入
合
計

額
が
５
２
０
万
円
未
満
の
方

◦
被
保
険
者
１
人
世
帯
で
そ
の
方
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
以
上
で
あ
る
が
、同
一
世
帯
の
70
歳

か
ら
74
歳
の
方
の
収
入
を
含
め
た
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

１
割
負
担

◦
被
保
険
者
全
員
の
平
成
26
年
度
の
市
民
税
課
税
標
準
額

が
１
４
５
万
円
未
満
の
方

◦
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
た
方

後期高齢者医療制度に 関するお知らせ
　

現
在
お
使
い
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」
の
有

効
期
限
は
、
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
26

年
８
月
１
日
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降

は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
証
の
色
は
桃
色
（
旧
）
か
ら
橙
色
（
新
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　

保
険
証
を
更
新
す
る
際
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
７
月
31

日
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
を
、
平
成
25
年
中
の
収
入
な
ど

に
基
づ
き
、
左
表
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

（
注
）　

平
成
26
年
８
月
１
日
以
降
で
、
判
定
に
係
る
所
得
額
や
世
帯
判
定

対
象
者
の
構
成
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
随
時
一
部
負
担
金
の
割

合
を
判
定
し
直
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一
部
負
担
金
の
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
内
で
あ
っ
て
も
、
新
し
い
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
古
い
保
険
証
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
、
速

や
か
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い

医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
の
割
合

旧 桃 色
有効期限
平成 26 年 7月 31日

新 橙 色
交付年月日
平成 26 年 8月 1日
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後期高齢者医療制度に
　　

保
険
証
と
併
せ
て
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
も

更
新
し
ま
す
。

　

す
で
に
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
の
減
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
で
引
き
続
き
減
額
認
定
証
の
交

付
対
象
と
な
る
方
全
員
に
、
平
成
26
年
８
月
１
日
ま
で
に
新
し
い
減
額
認

定
証
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
減
額
認
定
証
の
交
付
に
際
し
て
、
該
当
す
る
被
保
険
者
の
方
々

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
減
額
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合
は
減
額
認
定
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　市民税非課税世帯の被保険者（適用区分Ⅰ・Ⅱ）
の方は、減額認定証を医療機関に提示することで、
入院や外来で、窓口で支払う自己負担限度額及び
入院時の食費・居住費が引き下げられます。
　なお、世帯内に平成25年分所得等の申告をされ
ていない方がいる場合は、市民税非課税世帯に該
当しません。

区分Ⅰ：	市民税非課税世帯の各所得が必要経費・
控除（年金の所得は控除額を80万円として
計算）を差し引いたときに0円となる方。

区分Ⅱ：	市民税非課税世帯の方で区分Ⅰ以外の方。

①
「
適
用
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
8
月

以
降
の
申
請
月
以
前
12
カ
月
以
内
の
入
院
日
数
が
91
日
以
上

と
な
る
方
で
、
長
期
入
院
該
当
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

②
今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
、

初
め
て
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※
申
請
さ
れ
る
際
は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
保
険
証
及
び
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
期
入
院
該
当
認
定
に
つ
い
て
は
、
入
院
が

91
日
以
上
と
な
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
医
療
機
関
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係	

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
６

－

２
２
９

－

５
３
２
０

限
度
額
適
用
・

　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）とは？

市報とうみ（2014年 7月）11



小中一貫教育による
特色ある教育活動の推進 ⑩

～「確かな学力」と「自立をめざす心と力」を育むために～

シ
リ
ー
ズ

●問い合わせ先　教育課　学校教育係　☎64－5879

　

北
御
牧
小
中
学
校
の
2
校
で
は
、

昨
年
度
か
ら
両
校
の
教
職
員
が
連

携
し
て
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

一
貫
教
育
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
1

年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
市
教
育
委

員
会
で
は
小
中
一
貫
教
育
の
有
効

性
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
検
証
に
際
し
て
は
、
学
校

に
よ
る
学
校
自
己
評
価
と
保
護
者

に
よ
る
関
係
者
評
価
の
結
果
や
、

北
御
牧
小
中
一
貫
教
育
推
進
委
員

会
に
よ
る
学
校
関
係
者
評
価
の
答

申
な
ど
を
参
考
に
、
市
教
育
委
員

会
と
し
て
「
Ⅰ 

学
力
向
上
」、「
Ⅱ 

豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
の
育

成
」、「
Ⅲ 

小
中
一
貫
教
育
と
し

て
の
体
制
・
運
営
」、「
Ⅳ 

小
中

一
貫
教
育
校
に
な
っ
た
こ
と
に
対

す
る
受
け
止
め
方
」
の
4
つ
の
観

点
か
ら
評
価
し
ま
し
た
。	

検証結果 検証結果
●あいさつ月間やなかよし月間、交通安全月間、
ごみ拾い登下校等の小中学校合同の行事を通じ
て、上級生は下級生をいたわる心を育むととも
に、下級生から信頼されることで自信や自己肯
定観が醸成されたものと思われる。

● CRT検査（絶対評価法による標準学力検査）
結果が、小学校₂～₆学年までの延べ 16 教科
中 13 教科で、中学校₁～₃学年までの延べ 14
教科中 12 教科で、全国平均得点率を上回り、
学力向上プランによる実践活動の中で確かな学
力向上が見られた。

　異年齢交流活動等を行うことで、豊かな
人間性や社会性の育成を図れたか。

　義務教育₉年間の途切れることのない学
習指導を充実させることで、児童・生徒の
学力向上を図れたか。

Ⅰ 学力の向上Ⅱ 豊かな
人間性・社会性の育成

▲中学校のTT指導（複数教員による指導）▲小中合同あいさつ運動

（2014年 7月）市報とうみ 12



検証結果 検証結果

　小中一貫教育校になったことに対し、児
童生徒及び保護者がどのように受け止めて
いるかを把握できたか。

　運営組織や学校体制を整備することで、
一貫教育校としての総合力を高めることが
できたか。

Ⅲ 小中一貫教育
としての体制・運営

Ⅳ 小中一貫教育校になった
ことに対する受け止め方

●学校自己評価や保護者による関係者評価から、
一貫教育プランによる授業について児童生徒は
「分かりやすい授業」と肯定的に捉えているほ
か、「学校が楽しい」と感じている児童・生徒が
増えている。

●学校自己評価では、一貫教育のみに焦点を当て
たアンケートを実施していない。また、推進委員
会でも実施していないので今後の検討課題である。

●小中合同による職員会（年₃回）と企画作業部
会（年₅回）のほか、研修会（年₁回）を開催
し、全職員での協働作業により₉年間の子ども
の育ちが共有できた。

●小中一貫教育推進委員会が学習支援・キャリア
教育支援者の募集を行って人材バンク「学校応
援団」を設立したほか、委員会主催の説明会を
実施して一貫教育に対する地域の理解と支援力
が構築できた。

落
ち
着
い
て
ス
タ
ー
ト
で
き
た
中
学
校
生
活

す
る
の
は
大
変
で
難
し
そ
う
に
思

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
っ
て
い

く
う
ち
に
い
ろ
ん
な
先
生
と
の
勉

強
や
休
み
時
間
な
ど
に
話
し
て
い

た
だ
い
た
中
学
校
の
こ
と
が
す
ご

く
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
4
月
、
中
学
校
生
活
が

始
ま
り
最
初
は
不
安
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
諸
岡
先
生
に
教

わ
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
勉
強
の

や
り
方
や
ノ
ー
ト
の
取
り
方
な
ど

が
分
か
っ
て
い
て
す
ご
く
落
ち
着

い
て
授
業
に
集
中
で
き
ま
し
た
。

諸
岡
先
生
は
授
業
の
中
で
大
事
な

こ
と
、
中
学
で
も
し
っ
か
り
と
覚

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内

容
や
「
小
学
校
で
は
こ
う
だ
け
ど
、

中
学
校
で
は
こ
う
な
る
」
と
い
う

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
中

学
校
に
入
学
し
た
今
、
数
学
の
授

業
で
の
と
ま
ど
い
や
不
安
が
な
く

な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
教
科

担
任
制
の
授
業
で
中
学
校
へ
の
準

備
も
で
き
た
の
で
、
私
は
と
て
も

よ
い
経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
小
学
生
の
時
、
中
学
校
か

ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
諸
岡
先
生
に
、

算
数
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。
教
科
に
よ
っ
て
先
生
が
か

わ
り
、
コ
ー
ス
別
で
算
数
を
勉
強

　

去
年
か
ら
教
科
担
任
制
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
小
学
校

の
時
、
中
学
校
で
も
数
学
を
教
え

て
い
る
諸
岡
先
生
の
ク
ラ
ス
で
算

数
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

北
御
牧
中
学
校
１
年

依よ

田だ

　
祐ゆ
う

果か

北
御
牧
中
学
校
１
年

小こ

宮み

山や
ま

　
詩し

帆ほ

▲小中合同職員会のカリキュラム編成部会▲小学校の授業のようす
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か
ら
守
る
た
め
に
あ
る
法
律
で
す
。

18
歳
未
満
を
対
象
と
し
て
性
的
な

誘
い
を
書
き
込
ん
だ
人
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴

い
、
子
ど
も
か
ら
誘
う
書
き
込
み

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で

ネ
ッ
ト
を
使
う
前
に
、
子
ど
も
に

正
し
い
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
教
え

る
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
必

要
で
す
。

　

実
際
の
被
害
届
け
は
少
な
い
で

す
が
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
す
。

自
分
で
会
い
に
行
っ
て
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
届
を
出

さ
な
い
児
童
も
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
影

響
は
一
時
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
身
の
成
長
や
人
格
形
成

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

早
期
発
見
が
鍵
で
す
。
親
戚
、

ご
近
所
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
見
守

り
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

～7月は青少年の非行・被　　害防止全国強調月間です～
地域で育てよう おらほの子ども

　
今
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
や
被
害
防
止
に
つ
い
て
考
え
る

月
間
で
す
。
長
野
県
警
発
表
の「
平
成
25
年
少
年
補
導
の
概
況
」

か
ら
青
少
年
の
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
24
年
度
に
比
べ
、
平
成
25

年
度
の
刑
法
犯
少
年
（
14
歳
以
上

20
歳
未
満
）
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
女
子
の
占
め
る
割
合
は
増
加

し
、
全
体
の
4
分
の
1
を
占
め
ま

す
。
特
に
万
引
き
で
の
補
導
が
多

く
、
周
囲
の
見
守
り
に
よ
る
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
違
反

31
人
の
う
ち
29
人
が
少
年
で
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
は
18

歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
を
性
犯
罪

県
内
の
青
少
年
の

　
　
　
非
行
・
犯
罪
被
害
の
概
況

女
子
の
非
行
が

増
加
し
て
い
ま
す

少
年
に
よ
る
ネ
ッ
ト
犯
罪

の
加
害
行
為
が
増
加
し
て

い
ま
す

児
童
買
春・児
童
ポ
ル
ノ

被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す

児
童
虐
待
の
認
知
件
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
！

208

799

（図1） 県内の刑法犯少年の総数

（長野県警察本部少年課「平成25年少年補導の概況」参照）
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690
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1 29

12

（図2） 県内の出会い系サイト規制法違反の検挙状況
35
30
25
20
15
10
5
0

0

人

H23年 H24年 H25年
（長野県警察本部少年課「平成25年少年補導の概況」参照）

少年 成人

6 7 7
10

（図3） 県内の児童買春・児童ポルノの被害児童数

（長野県警察本部少年課「平成25年少年補導の概況」参照）
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0
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104

3
15101

（図4） 県内の児童虐待の認知件数
300

250

200

150

100

50

0

件

H24年 H25年

心理的虐待

ネグレクト

性的虐待

身体的虐待

127

7
13

118

（長野県警察本部少年課「平成25年少年補導の概況」参照）
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～7月は青少年の非行・被　　害防止全国強調月間です～
地域で育てよう おらほの子ども

　

6
月
5
日
、
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
別べ

っ

府ぷ

英ひ
で

宣の
り

会
長
よ
り
、

長
年
に
わ
た
る
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
功
績
を
た
た
え
、
2
名
の

方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育

成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
指
導
者

の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

総
会
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
メ
デ
イ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
第
一
人
者
、
清き

よ

川か
わ

輝て
る

基も
と

氏
を
お

招
き
し
、「
メ
デ
イ
ア
に
奪
わ
れ

る
子
ど
も
た
ち
～
ス
マ
ホ
社
会
で

子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
て
い
く

か
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
幼
児
期
か
ら
電
子

メ
デ
ィ
ア
の
平
面
画
面
を
見
続
け

る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
成
長
や
発

達
に
様
々
な
ゆ
が
み
が
生
じ
て
い

る
こ
と
や
、
生
身
の
人
と
の
付
き

合
い
よ
り
、
ネ
ッ
ト
に
長
時
間
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
優
先
し
、

実
社
会
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ

ト
依
存
症
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
の
依
頼
や
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
な
ど
左
記
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇非行防止・被害防止は、温かな家庭から始まります
　　家族の団らん、コミュニケーション、家族の絆が子どもたちの

心を安定させます。家族の笑顔、子どもの笑顔あふれる家庭を
築きましょう。

◇非行防止・被害防止は、温かな地域の声かけから始まります
　　家庭はもちろん、地域、駅、店舗、通学路など、行き交う青少

年に「おはよう」「おかえり」と愛の声かけをしましょう。
	 　無関心は非行や犯罪を助長させます。特に店舗や駅など、青

少年が多く集まる場所で積極的にあいさつの声掛けをしましょう。

受
賞
者
（
順
不
同
）

青あ
お

山や
ま　

寛ひ
ろ

子こ

様（
和
友
遊
ク
ラ
ブ
）

北き
た

沢ざ
わ　

富ふ

士じ

男お

様
（
青
少
年
補
導
委
員
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

青
少
年
教
育
係

　

☎
64

－

５
９
０
６

青少年の非行・被害防止強調月間の取り組み

東
御
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

明るい笑顔とあいさつで　
　子どもを育成しましょう

愛のひとこえ運動

る
こ
と
な
ど
、
現
在
の
子
ど
も
た

ち
が
抱
え
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
清
川
先
生

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
は
、
乳
幼
児
期
に
愛
情
に
満

ち
た
言
葉
を
か
け
、
子
ど
も
た
ち

が
外
で
駆
け
回
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
が
夜

遅
く
ま
で
ネ
ッ
ト
を
し
な
い
よ
う

学
校
や
地
域
で
ル
ー
ル
を
作
る
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
強
く
訴
え
ま

し
た
。
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市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。
19
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員

会
付
託
が
さ
れ
、
23
日
か
ら
各
常
任
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
8
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
第
2
回
定
例
会
が
6
月
5
日
開

会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
前
年
度
予
算
繰
越

報
告
の
ほ
か
、
一
般
・
特
別
会
計
予
算
に

係
る
議
案
4
件
を
は
じ
め
、
条
例
関
係
の

議
案
6
件
、
そ
の
他
4
件
の
計
14
議
案
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

16
日
と
17
日
に
は
、
11
名
の
議
員
か
ら

（
前
略
）

　

さ
て
、
私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て
4

月
25
日
で
丸
6
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
様
、
ま
た
、
関
係
機
関
及
び
諸
団
体

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
携
わ
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
64

－

５
８
１
０

市
議
会
第
2
回
定
例
会

初
日
14
議
案
を
提
案

市
長
招
集
あ
い
さ
つ（
抜
粋
）

こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
略
）

　

今
次
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
先
行
き
へ

の
不
安
が
強
ま
る
中
、
当
面
の
間
は
、
地

方
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に
と
っ
て
、
厳

し
く
険
し
い
時
期
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

一
方
に
お
い
て
、
地
方
分
権
改
革
が
確

実
に
進
む
中
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
自

己
決
定
、
自
己
責
任
の
領
域
は
益
々
拡
大

し
、
基
礎
的
自
治
体
を
運
営
す
る
に
は
非

常
に
困
難
を
来
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

市
の
元
気
の
源
と
な
る「
多
彩
な
市
民
力
」

と
、
協
働
の
ま
ち
を
創
る
意
欲
に
燃
え

た
「
多
様
な
職
員
力
」
を
相
補
し
な
が
ら
、

山
積
す
る
難
題
に
対
し
、
勇
猛
果
敢
に
立

ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
先
人
の
汗
に
報
い
、
次
の
世
代
、

子
や
孫
た
ち
に
堂
々
と
誇
れ
る
郷
土
・
東

御
市
を
つ
く
る
た
め
、
先
見
と
先
取
の
気

概
を
持
っ
て
、
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
道
標
で
も
あ
る｢

第
2
次
東
御
市

総
合
計
画｣

に
謳
わ
れ
た
〝
人
と
自
然

が
織
り
な
す 

し
あ
わ
せ
交
流
都
市 

と
う

み
〟
を
目
指
し
、
真
に
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
安
定
し
た
市
政
運
営
を
進
め
る
べ

く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
つ
つ
、

現
下
の
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
最
善
の

選
択
肢
を
求
め
て
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
る
こ
と
を
改
め
て
こ
こ
に

お
誓
い
申
し
上
げ
、
本
定
例
会
招
集
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

※
原
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

間
も
な
く
梅
雨
が
明
け
て
暑
い
夏
が

や
っ
て
来
ま
す
。
夏
は
冷
房
の
使
用
に
よ

り
電
力
使
用
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期

で
す
が
、
市
で
は
節
電
を
目
的
に
平
成
21

年
か
ら
ゴ
ー
ヤ
や
夕
顔
な
ど
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
役
所
本
館
西
側
に
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
6
月
2
日

に
植
え
付
け
た
苗
は
気
温
の
上
昇
と
と
も

に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
夏
本
番
を
迎

え
る
こ
ろ
に
は
た
く
ま
し
く
な
っ
て
、
降

り
注
ぐ
強
い
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
も
環
境
と
お
財
布
に
や
さ
し
い

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。 今

年
も

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

設
置
し
ま
し
た
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市
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

活
用
し
て
、
消
防
用
ホ
ー
ス
を
購
入
し
ま

し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
地
域
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
の
装
備
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
購
入
し
た
ホ
ー
ス
は
、
東
御
市
消

防
団
に
配
備
し
、
火
災
現
場
で
の
迅
速
な

消
火
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で

消
防
用
ホ
ー
ス
を
整
備

●
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
課　

消
防
施
設
係

　

☎
62

－

０
１
１
９

　渡
わた

邉
なべ

弘
ひろ

文
ふみ

委員の任期満了に伴い、新しい
公平委員に大熊節男さんを5月24日付けで
任命しました。任期は、平成26年5月24
日から平成30年5月23日までの4年間です。
　また、6月12日に公平委員会が開かれ、
委員長に高

たか

藤
とう

俊
とし

幸
ゆき

委員が、委員長職務代理
者には宮

みや

原
はら

則
のり

子
こ

委員が選出されました。

新　公平委員

大
おおくま

熊　節
せ つ お

男（布下）

公平委員の異動を
お知らせします

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

　
　
　
　
　（
18
チ
ー
ム
出
場
）

　

優　

勝　

島
川
原
部

　

準
優
勝　

第
一
分
団
Ａ

　

３　

位　

西
宮
部

　

４　

位　

下
八
部

　

５　

位　

南
部
部

　

６　

位　

田
沢
部

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
】

　
　
　
　
　（
6
チ
ー
ム
出
場
）

　

優　

勝　

第
四
分
団

　

準
優
勝　

第
二
分
団

　

３　

位　

第
一
分
団

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
】

　
　
　
　（
16
名
出
場
・
敬
称
略
）

　

優　

勝　

白し
ら

倉く
ら　

寛ひ
ろ

晃あ
き

（
上
八
部
）

　

準
優
勝　

増ま
す

田だ　

司し

朗ろ
う

（
南
部
部
）

　

３　

位　

中な
か

村む
ら　
　

正た
だ
し

（
南
部
部
）

　

４　

位　

所と
こ
ろ　
　

洋よ
う

一い
ち

（
本
海
野
部
）

　

５　

位　

依よ

田だ　

伸し
ん

一い
ち

（
下
八
部
）

　

６　

位　

饗あ
い

場ば　

隆た
か

史し

（
東
町
部
）

　

6
月
15
日
、
第
11
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、
同
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
、
東
御
中
央

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
確
保
が
厳
し
い
中
、
選
手
た
ち
は
早
朝
・
夜
間
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
！

消
防
ポ
ン
プ
操
法・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲手際よく放水の準備をする団員

▲規律と音の正確さが求められるラッパ吹奏

市報とうみ（2014年 7月）17



(gomi)
No.116

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係 ☎63-6814

　

6
月
の
「
第
11
回
東
御
市
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
月
間
」
で
は
、

市
内
各
地
で
道
路
や
河
川
な
ど
の

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
回

収
さ
れ
た
ほ
か
、
道
路
沿
い
の
雑

草
が
刈
り
取
ら
れ
て
東
御
市
の
美

し
い
景
観
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
早
朝
よ
り
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
6
月
1
日
と
8
日
の
清

掃
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の

量
は
合
計
10
ト
ン
、
容
積
に
し
て

20
㎥
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
ご
み
分
別
の
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
、
不
法
投
棄
が
な
く
な

る
こ
と
で
、
ご
み
の
山
が
さ
ら
に

小
さ
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

　

月
間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
刈
り

草
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
ま
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
、

こ
れ
ら
の
刈
り
草
を
焼
却
処
分
す

る
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
堆
肥

と
し
て
土
に
戻
す
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
月
間
の
6
月
は
、
国
や
自

治
体
な
ど
で
様
々
な
環
境
保
護
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
簡

単
に
で
き
る
も
の
は
意
外
と
た
く

さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間

を
少
し
短
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
続
け
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と

良
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
の
5
月

30
日
、
東
御
市
を
含
む
上
小
地

域
の
4
市
町
村
と
県
上
小
地
方

事
務
所
で
つ
く
る
上
小
地
域
廃

棄
物
不
法
投
棄
対
策
協
議
会
は
、

本
海
野
の
市
道
（
海
野
バ
イ
パ

ス
）
沿
い
に
木
彫
り
の
「
ゴ
ミ

無
し
地
蔵
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ミ
無
し
地
蔵
は
、
ご

み
の
不
法
投
棄
の
著
し
い
抑
止

効
果
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、

設
置
場
所
近
く
の
千
曲
川
河
川

敷
で
は
以
前
か
ら
不
法
投
棄
が

絶
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
が
な
く
な
る
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
設

置
し
ま
し
た
。

刈
っ
た
草

　
燃
や
す
な
捨
て
る
な

リ
サ
イ
ク
ル

ゴ
ミ
無
し
地
蔵
を

設
置
し
ま
し
た

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

月
間
を
終
え
て

地
球
を
美
し
く
保
つ
に
は
、

　
　
　
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
が
大
切
で
す
。

（
ハ
イ・ム
ー
ン『
漫
画
ゴ
ミ
ッ
ク「
廃
貴
物
」第
５
集
』日
報
出
版
、２
０
０
３
年
１
１
０
ペ
ー
ジ
）
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2　申込方法
⑴　提出書類
　①採用試験受験申込書
　②履歴書（総務課で交付するもの）
　③職務履歴書（上級行政Ｂの応募者のみ）
　④写真 2 枚（提出書類①及び②へ貼付）
⑵　申込書・履歴書用紙の請求
　　申込書等は、総務課総務係に直接請求するか、市

公式ホームページからダウンロード（A4 サイズの
普通紙に印刷）してお使いください。

	 　郵送で請求される場合は、封筒の表に「試験申込
用紙請求」と朱書きし、140 円切手を貼付した宛
名明記の返信用封筒（角型 2 号）を同封の上、請
求してください。

平成27年 4 月採用予定 市職員を募集します

⑶　受付期間
　　平成 26 年７月７日（月）から平成 26 年 7月25日（金）

まで（郵送の場合、締切日消印有効）
3　採用試験
⑴　第一次試験
　◦試 験 日	 平成 26 年 9 月 21日（日）
　◦場　　所	 東御市役所
　◦試験内容	 教養・専門試験、適性検査、小論文
⑵　第二次試験
　◦試 験 日	 平成 26 年 10 月下旬
		  （第一次試験合格者に通知します。）
　◦場　　所	 東御市役所
　◦試験内容	 個人面接等
※詳しくは、総務課総務係でお渡しする受験案内、また

は市公式ホームページでご確認ください。

●申込書提出・問い合わせ先　総務課　総務係　☎ 64 − 5876

1　試験区分、採用予定人員及び受験資格等
【一般職】

【病院専門職】

試験の種類及び区分 採用予定人員 受　験　資　格　等

上　級

行政　Ａ 若干名 昭和60年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による4年制大学を卒業した人
（平成27年3月31日までに卒業見込みの人を含む）

行政　Ｂ
〔社会人経験者〕 若干名 昭和54年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による4年制大学を卒業し、民間

企業等の経験が通算5年以上ある人（※詳細は、別途受験案内をご確認ください）

土　　木 若干名 昭和60年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による４年制大学の土木課程を
卒業した人（平成27年3月31日までに卒業見込みの人を含む）

初　級 事　　務 若干名 昭和60年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校卒業程度の学力
を有する人

試　験　区　分 採用予定人員 受　験　資　格　等

薬 剤 師 １名 薬剤師の免許を有する人、または平成27年の春までに行われる国家試験により、当
該免許を取得する見込みの人

診 療 放 射 線 技 師 １名 診療放射線技師の免許を有する人、または平成27年の春までに行われる国家試験
により、当該免許を取得する見込みの人

作 業 療 法 士 １名 作業療法士の免許を有する人、または平成27年の春までに行われる国家試験によ
り、当該免許を取得する見込みの人

臨 床 検 査 技 師 １名 臨床検査技師の免許を有する人、または平成27年の春までに行われる国家試験に
より、当該免許を取得する見込みの人

医 療 事 務 若干名 診療情報管理士の資格を有する人、または医療事務の資格を有し、病院における医
療事務及び医師入力補助の実務経験がある人
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誕生日おめでとう！（7月生まれ）

倉
くら

島
しま

　悠
はる

都
と

くん（常田）
（１歳、H25. 7. 5 生）

山
やま

崎
ざき

　緒
つぐ

美
み

ちゃん（日向が丘）
（１歳、H25. 7. 5 生）

小
こ

宮
み

山
やま

　蓮
れんしょう

青くん（本下之城）
（１歳、H25. 7.11生）

小
こばやし

林　輝
そ ら

空くん（新屋）
（１歳、H25. 7.12 生）

藤
ふじ

澤
さわ

　みづきちゃん（東深井）
（１歳、H25. 7.14生）

塚
つか

田
だ

　千
ち

花
はな

ちゃん（日向が丘）
（１歳、H25. 7.24生）

阿
あ

部
べ

　央
おう

河
が

くん（別府）
（１歳、H25. 7.31生）

尾
お

台
だい

　祐
ゆう

亮
すけ

くん（島川原）
（２歳、H24. 7.18生）

井
い

出
で

　みのりちゃん（東上田）
（２歳、H24. 7. 9 生）

神
こう

津
づ

　里
り

桜
お

ちゃん（金井）
（２歳、H24. 7.25 生）

　はると♥１歳のお誕生日おめでと
う！！ニコニコ笑顔で遊ぶ悠都は皆の
スターだよ！！沢山食べてスクスク大
きくなあれ♥

　つぐみちゃん、お誕生日おめでとう
★いろんな事ができるようになってこ
れからの成長が楽しみです。いつも
ニコニコ笑顔でいてね♥

　♥もう一歳のお誕生日♥おめでと
う。たくさん食べて遊んで大きくなっ
てね。蓮ちゃん産まれてきてくれてあ
りがとう。パパ、ママより

　輝空くん♥お誕生日おめでとう♥お
兄ちゃんの事が大好きでいつもニコニ
コしてる輝空に元気をもらってるよ♥
ほんとにおめでとう♥

　みづりん、１歳おめでとう！大好き
なにぃにの隣でいつもニコニコ　みづ
の笑顔と仕草が家族を幸せにしてくれ
てるよ。好奇心いっぱいのみづりんの
成長が楽しみだな。元気いっぱいすく
すく大きくなってね♥

　1 歳のお誕生日おめでとう。いたず
ら好きで元気いっぱいのちぃちゃん。
これからもたくさん笑顔を見せてね♥

　おうちゃん１歳のお誕生日おめでと
う★日に日に激しくなるイタズラにと
ことん付き合っていくからね～♥だい
ちゃんと一緒にスクスク大きくなあれ
★

　お誕生日おめでとう！お兄ちゃんと
アンパンマンとおせんべいが大好き。
ニコニコ笑顔に家族みんな元気をも
らっています。たくさん遊んで大きく
なろうね。

　みのり、２歳のお誕生日おめでと
う！！毎日元気いっぱいのみーちゃん
に、家族みんなが元気をもらってるよ。
沢山遊んで、沢山食べて元気いっぱい
大きくなあれ！！

　りおちゃん♥２歳の誕生日おめでと
う　毎日聴かせてくれる歌にパパもマ
マも癒されているよ。生まれてきてく
れてありがとう！
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髙
たか

藤
とう

　善
ぜん

くん（原口）
（２歳、H24. 7.31生）

角
かく

田
た

　久
ひ

奈
な

ちゃん（田中）
（３歳、H23. 7.25 生）

北
きた

澤
ざわ

　煌
きら

稟
り

ちゃん（本海野）
（３歳、H23. 7.27生）

　♥善２歳おめでとう♥女の子にまちが
われる事が多いけど、トッキュージャーや
車が大好きな善。お兄ちゃんのまねをし
て、いつもみんなを楽しませてくれるね。
善の成長が見られてパパやママは幸せで
す。生まれてきてくれてありがとう♥♥

　３歳のお誕生日おめでとう♥オシャ
レなひなちゃん、将来が楽しみです♪

　Happy Birthday ♥きらり♥いつ
も沢山の笑顔をありがとう。お兄ちゃ
ん 2 人といつまでも仲良く、元気に大
きく大きくなあれ　

（対象者 8月生まれの3歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広報
担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、7月9日（水）必着。締め切りを過ぎたものについてはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆

　6 月 7 日、北御牧小学校で校庭運動会が開催されました。梅
雨空が広がり降雨が心配された今年は、一部の競技を取り止め
ての開催となりましたが、児童たちは各競技に全力で取り組ん
でいました。また、曇天で肌寒さを感じる陽気にもかかわらず、
会場には大勢の保護者や地域の方々が詰めかけ、各競技に精
一杯取り組む児童たちに大きな拍手と声援が送られていました。

北御牧小学校 運動会フォトレポート
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３
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
、
と
り
わ

け
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
大
切
な
水
分
補

給
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
や
暑
さ
で
発
汗
量
が
通
常

よ
り
も
多
い
時
は
、
そ
れ
に
見
合
う
水
分

補
給
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
水
分
が
吸

収
さ
れ
る
ま
で
に
は
20
分
程
か
か
り
ま
す
。

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
た
と
き
に
は
既
に
脱

水
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
渇
き
を
感
じ

る
前
に
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
就
寝
や
入
浴
、
運
動
の
前
後
に
水

分
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

熱
中
症
予
防
の
際
に
気
を
つ
け
た
い
の

が
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
あ
め
に
含

ま
れ
る
塩
分
で
す
。
塩
分
の
過
剰
摂
取
は

血
圧
の
上
昇
を
招
き
、
心
臓
や
腎
臓
に
負

担
を
か
け
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
塩
あ
め
が
必
要

に
な
る
の
は
、
激
し
い
運
動
や
肉
体
労

働
、
厳
し
い
暑
さ
な
ど
で
大
量
の
汗
を
か

き
、
皮
膚
で
の
塩
分
の
再
吸
収
が
追
い
つ

か
な
い
と
き
で
す
。
普
段
の
水
分
補
給
に

は
、
塩
分
や
糖
分
を
含
ま
な
い
水
や
お
茶

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
内
の
水
分
は
、
主
に
次
に

掲
げ
る
4
つ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

①
栄
養
素
や
酸
素
を
身
体
中
に
運
ぶ

②
老
廃
物
を
尿
と
し
て
体
外
へ
排
出
す
る

③
代
謝
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

体
液
の
状
態
を
一
定
に
保
つ

④
汗
に
な
っ
て
体
温
を
調
整
す
る

　

１
日
に
必
要
な
水
分
の
約
半
分
は
、
左

図
に
示
す
と
お
り
食
事
か
ら
入
り
ま
す
。

鷹
たか

野
の

薫
しげ

子
こ

 栄養士

成人の1日における体内水分の出入り

1日の水分の出入りは、
2.0～2.5L

IN

OUT

飲み物から 0.8～1.3L
食べ物から 1.0L
体内でつくられるもの 0.2L

尿から 1.0～1.5L
汗や呼吸から 0.8L
便から 0.2L

　
「
た
だ
い
ま
〜
」
の
あ
い
さ
つ
で
子
ど

も
た
ち
が
来
館
す
る
と
、
館
内
は
一
気
に

活
気
付
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
外
遊
び
や
室
内
遊
び
、
そ
し
て
勉

強
、
読
書
な
ど
を
し
て
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
受
講
し
た
職
員
研
修
で
は
、
講

師
の
栁や

な
ぎ
さ
わ澤

秋あ
き

孝た
か

先
生
（
松
本
短
期
大
学
教

授
）
か
ら
「
人
間
の
全
身
的
な
神
経
配
列

は
、
10
歳
ま
で
に
で
き
あ
が
り
、
運
動
を

た
く
さ
ん
や
る
と
心
も
豊
か
に
育
つ
」
と

い
う
内
容
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
時
期
に
、

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
れ
ば

と
思
い
、
運
動
量
の
多
い
遊
び
を
取
り
入

れ
る
よ
う

に
し
て
い

ま
す
。

　

従
来
、

体
を
動
か

す
遊
び
は
、

外
遊
び
で

は
サ
ッ

カ
ー
や
鉄

棒
、
室
内

で
は
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル

や
一
輪
車
、

縄
跳
び
な

ど
で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
体
育
館
の
壁

か
ら
壁
ま
で
を
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
「
ダ
ッ

シ
ュ
リ
レ
ー
」
や
、
外
の
地
面
に
大
き
な

渦
巻
き
を
書
い
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
競
走
を
す

る
「
渦
巻
き
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
た
な
遊
び
を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
嫌
い
な
子

で
も
楽
し
く
遊
び
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
然
と
運
動
量
が
多
く
な
る

よ
う
工
夫
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

和
児
童
館
の
話
題

体
と
血
管
を
守
る
！

　
夏
の
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

塩
分
の
過
剰
摂
取
に
ご
注
意
！

▲ダッシュリレー

▲渦巻きジャンケン

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　
健
康
と
う
み 

❹

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

連載
シリーズ
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

7
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
広
い
世
界
】

　

紛
争
が
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

世
界
を
知
ろ
う
。世
界
に
目
を
向
け
よ
う
。

・
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ

◦
戦
火
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
だ
こ
と

西に
し

谷た
に　

文ふ
み

和か
ず

：
著　

か
も
が
わ
出
版

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
：
著

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

館長の つぶやき
　身近にワインのある暮らしを体験
してもらおうと「楽しく学ぶワイン
入門講座」を 5 月から開講。定員
を増やしましたが、お断りした皆さ
んもいます。全国に先駆け平成 20
年に取得した「東御市ワイン特区」。
市内には 3 つのワイナリーが立地
し、「千曲川ワインバレー構想」も
膨らみます。連続 6 回の講座は 25
名の参加で、うち 4 回はブドウ畑
での作業や講義・ワイナリー巡りも。
講師は「東御市ワインクラブ」の皆
さんにお願いしました。地域産業の
本を揃えるのもまた図書館の役割
で、今後もワイン関連の本を収集し
ていきます。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館 

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ

の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

　

自
動
貸
出
機
っ
て
何
で
す
か
？

　

資
料
の
貸
出
手
続
き
を
ご
自
身

で
で
き
る
専
用
の
機
械
で
す
。
操

作
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
、
画
面
の

指
示
通
り
お
進
み
く
だ
さ
い
。
カ
ウ
ン

タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
ご
利
用
明
細
の

レ
シ
ー
ト
も
出
ま
す
。

　

自
動
貸
出
機
で
全
部
の
貸
出
が

で
き
ま
す
か
？

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
型
紙
、
地
図
な
ど
の

付
録
つ
き
の
資
料
は
、
確
認
が
必

要
に
な
る
た
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸

出
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
予

約
し
た
資
料
の
受
取
も
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
願
い
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

自
動
貸
出
機
の
画
面
に
表
示
が
出
ま
す
。

　

自
動
貸
出
機
の
使
い
方
が
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
…

　

図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
遠
慮

な
く
何
度
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
ま
せ
方
や
、

本
を
ガ
ラ
ス
板
か
ら
は
ず
す
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
も
ご
案
内

し
ま
す
。

◆
一
般
書

◦
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
何
を
見
て
い
る
か

　
　
　
　
　

…
…
…
信の

ぶ

田た　

さ
よ
子こ

：
著

・
モ
ン
ス
タ
ー　

尼
崎
連
続
殺
人
事
件
の

真
実　
　
　

…
…
…
一い

ち

橋は
し　

文ふ
み

哉や

：
著

・
宇
宙
人
の
見
る
地
球

…
…
…
須す

藤ど
う　

靖や
す
し

：
著

・
蘇
る
変
態

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
星ほ

し

野の　

源げ
ん

：
著

・
東
京
自
叙
伝

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
奥お

く

泉い
ず
み　

光ひ
か
る

：
著

◆
児
童
書

・
石
の
卵

　
　
　
　
　
　

…
…
…
山や

ま

田だ　

英ひ
で

春は
る

：
作

・
こ
ん
や
、
妖
怪
が
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
　

…
…
…
小お

野の　

か
お
る
：
絵

・
ぺ
っ
こ
ぺ
こ
ヒ
グ
マ

　
　
　

…
…
…
ニ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ド
：
作

・
つ
ら
れ
た
ら
た
べ
ち
ゃ
う
ぞ
お
ば
け

　
　
　
　
　
　

…
…
…
田た

中な
か　

六ろ
く

大だ
い

：
絵

・
か
ま
き
り
と
し
ま
し
ま
あ
お
む
し

　
　
　
　
　
　

…
…
…
降ふ

り

矢や　

な
な
：
絵

QQ AAA Q

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 ❼ 8 9 10 11 12
13 � 15 16 17 18 19
20 21 � 23 24 � 26
27 � 29 30 31

7月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

祝日も開館しております。
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〈
事
例
〉

　

ブ
ラ
ウ
ス
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、

引
き
取
っ
た
ま
ま
仕
舞
っ
て
お
い
た
。
半

年
後
に
袋
か
ら
出
し
て
使
お
う
と
し
た
ら
、

シ
ミ
が
で
て
い
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
預

か
り
証
に
は
「
引
き
取
っ
て
か
ら
10
日
以

内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
」
と
い
う
記
載

が
あ
っ
た

が
、
今
か

ら
で
も
賠

償
し
て
も

ら
え
る
だ

ろ
う
か
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
〜
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◦
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た

場
合
、
事
故
原
因
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

に
あ
る
も
の
は
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事

故
賠
償
基
準
」
に
よ
っ
て
損
害
が
賠
償

さ
れ
ま
す
。

・
し
か
し
、
賠
償
基
準
で
は
、
消
費
者
が

洗
濯
物
を
受
け
取
っ
て
か
ら
半
年
経
過

す
る
と
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
は
賠
償
を

免
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
半
年
以
上
経

過
す
る
と
事
故
原
因
の
解
明
が
困
難
に

な
る
か
ら
で
す
。

・
賠
償
基
準
の
適
用
店
で
あ
れ
ば
、
原
則

こ
の
基
準
に
よ
り
賠
償
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
期
間
を
既
に

経
過
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

・
な
お
、「
Ｓ
マ
ー
ク
」
と
「
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
お
店
に
、
原
則
と

し
て
事
故
賠
償
基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

Sマーク

LDマーク

　

時
折
、「
父
兄
」
と
言
う
言
葉
を
耳
に

し
ま
す
。
先
日
も
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
来

賓
出
席
さ
れ
た
方
が
、
祝
辞
の
中
で
「
父

兄
」
と
い
う
言
葉
を
再
三
に
わ
た
り
使
っ

て
い
ま
し
た
。

　

私
に
は
、「
父
兄
」
と
い
う
言
葉
に
敏

感
に
な
っ
た
苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
二
十
数
年
前
の
こ
と
。
五
十
人
ほ
ど

い
た
会
議
の
席
上
で
「
父
兄
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、「
そ
の

言
葉
は
、
女
性
を
差
別
し
て
い
る
」
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
「
父
兄
」

と
い
う
言
葉
に
敏
感
に
な
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
の
小
中
学
生
の
頃
は
、「
父
兄
参
観

日
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
が
、
今
は
、「
参

観
日
」「
土
曜
参
観
日
」
な
ど
と
言
い
変

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
昔
は
「
父
兄
参

観
日
」
だ
っ
た
の
か
詮
索
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
父
長
制
と
い
う
考
え

方
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

気
を
付
け
て
聞
い
て
い
る
と
、
ま
だ
ま

だ
「
父
兄
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
人
が
い

ま
す
。
放
送
す
る
の
に
は
相
応
し
く
な
い

言
葉
の
中
に
「
父
兄
」
も
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
使
っ
て

し
ま
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
刷
り
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
言
葉
や
知
識
は
、
な
か
な

か
簡
単
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
差
別
の
一
つ
で
あ
る
「
部
落
差

別
」
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
か
「
騒
ぎ
立

て
る
か
ら
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
い

う
意
見
も
耳
に
し
ま
す
が
、
本
当
に
こ
の

よ
う
な
考
え
方
で
差
別
が
な
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
間
違
っ
た
事
実
や
偏
見
、
刷

り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
誤
っ
た
知
識

を
も
う
一
度
考
え
直
し
、
正
し
い
人
権
意

識
、
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
、「
差
別
を

し
な
い
」「
差
別
に
気
づ
く
」
私
た
ち
に

な
る
た
め
、
機
会
を
と
ら
え
、
自
分
を
磨

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
「
人
権
啓
発
学
習
会
」
が

田
中
地
区
（
六
月
実
施
済
み
）・
北
御
牧

地
区
（
七
月
）・
祢
津
地
区
（
十
月
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
は
、

授
業
の
中
で
「
人
権
学
習
」
を
し
て
い
ま

す
。
学
校
・
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
人
権
に
つ
い
て
学
び
、
刷
り
込
ま
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
誤
っ
た
知
識
を
改
め
て
い

く
た
め
に
も
、
該
当
地
域
の
皆
さ
ん
は
、

率
先
し
て
「
人
権
啓
発
学
習
会
」
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（122）

父
兄
っ
て…

？

し
ら
い
し

ゆ
き
お

人
権
同
和
教
育
指
導
員

白
石

　幸
男
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わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

今
日
の
保
育
現
場
で
は
、
朝
か
ら
眠
気

や
だ
る
さ
を
訴
え
た
り
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た

り
す
る
子
ど
も
が
増
え
、
さ
ら
に
は
精
神

的
な
疲
労
症
状
を
訴
え
る
子
ど
も
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
原
因
の
1
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、

朝
の
体
温
が
36
度
未
満
の
低
体
温
の
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
起
床
時
の

体
温
が
低
い
と
、
脳
や
か
ら
だ
の
動
き
が

鈍
く
な
っ
て
心
身
に
不
調
が
生
じ
、
眠
気

や
だ
る
さ
の
ほ
か
、
頭
痛
、
腹
痛
な
ど
を

訴
え
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
前
橋
ら
1
9
9
4
）。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
興
味
深
い
研
究
結
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
18

日
間
継
続
的
に
、
午
前
中
2
時
間
の
か

ら
だ
を
使
っ
た
遊
び
を
取
り
入
れ
た
研

究
（
前
橋
2
0
0
4
）
で
は
、
低
体
温

状
態
に
あ
る
時
間
の
大
幅
な
減
少
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
歩
数

が
多
い
幼
児
ほ
ど
健
康
度
（
頭
痛
、
腹

痛
、
体
の
だ
る
さ
に
活
気
や
や
る
気
を
含

ん
だ
評
価
）
が
高
い
と
い
う
報
告
（
加
賀

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

谷
ら
2
0
0
3
）
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
幼
児
の
生
活
パ
タ
ー
ン
と
疲
労
症

状
と
の
関
係
を
分
析
し
た
研
究
（
米
山
ら

2
0
0
5
）
で
は
、
最
も
疲
労
度
の
低
い

子
ど
も
は
「
友
だ
ち
と
外
遊
び
を
1
時
間

以
上
す
る
」、「
休
日
は
戸
外
で
過
ご
す
」

と
い
う
活
動
的
な
生
活
を
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
結
果
が
示
唆
す
る
の
は
、

運
動
量
が
多
い
幼
児
は
、
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
疲
労
感
が
少
な
く
、
健
康
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
幼
少
年
期
の
子

ど
も
に
と
っ
て
、〝
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
（
遊
び
を
含
む
）〟
は
、〝
食
べ
る
こ
と
〟

と
〝
寝
る
こ
と
〟
と
同
様
に
、
生
活
の
一

部
と
し
て
体
調
維
持
の
た
め
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

引
用
文
献
：
日
本
発
育
発
達
学
会
編

（
2
0
1
4
）『
幼
児
期
運
動
指
針
実
践
ガ

イ
ド
』
杏
林
書
院

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
無
理
な
く

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
応
援
す
る
「
け
ん
こ
う
と
う
み
＋

10
ミ
ニ
ッ
ツ
2
0
1
4 

T
O
M
I
ず
く

だ
す
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
6
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
の
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
や
、

市
が
指
定
す
る
健
康
づ
く
り
教
室
及

び
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
で
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
、
15
ポ
イ
ン
ト
た
ま

る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
の
景

品
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

実
施
期
間
は
平
成
27
年
3
月
末
ま

で
で
、
16
歳
以
上
の
市
民
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
楽
し
み
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

体
調
を
維
持
す
る

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうござ
いました。厚くお礼申し上げます。

（平成 26 年５月に寄附をいただ
いたものです。）

◦井出　袈裟繁　様
　（現金 10,000 円）

◦株式会社郵宣協会
　東日本支社　様
　（広告入封筒　長形 3 号 3 万

枚、角形 2 号 1 万枚、窓口封筒）

　公表については、同意をいた
だいた方のみ掲載しています。

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係
　☎ 64 － ５９０１
　総務課　契約財産係
　☎ 64 － ５８０５

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
64

－

８
８
８
３

　ポイントを付ける「ずくだすカー
ド」 は市役所本庁舎や総合福祉セン
ター、各地区公民館等の市関連施設
のほか、特定健診を実施している市
内の医療機関でも配布しています。

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
で
景
品
を
も
ら
お
う
！

「
ず
く
だ
す
ポ
イ
ン
ト
」始
め
ま
し
た
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

7月の納税 （納期限 7月31日）

◦固定資産税・都市計画税（2期）
・国民健康保険税（普通徴収）（2期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（1期）
・介護保険料（普通徴収）（1期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年 5月 平成25年 5月
最高気温 31.8℃（31日） 32.5℃（22日）
最低気温 3.6℃（ 7日） 1.0℃（ 4日）
平均気温 16.6℃ 16.2℃
平均湿度 57.3％ 61.3％
降 水 量 47.0㎜ 22.5㎜

市内交通事故統計 　5月分
平成26年 5月31日現在

当月分 累計※ 前年比
件数 13 件 65 件 ＋ 4 件
傷者 14 名 71名 −9  名
死者 00 名 00 名 − 1名

こちら119（東御消防署）
＝ 5月の火災・救急件数＝

火災 1件 （11件）	 救急 98件 （509件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

※平成26年1月からの累計

（1）手続き先
第₁号被保険者
（国民年金加入者） 小諸年金事務所、市役所

第₂号被保険者
（厚生年金加入者）

勤務している事業所、事業所の所在
地を管轄する年金事務所、小諸年金
事務所

第₃号被保険者
（第₂号被保険者に扶
養されている配偶者）

配偶者が勤務している事業所、配偶
者が勤務している事業所の所在地を
管轄する年金事務所、小諸年金事務
所

●問い合わせ先
　小諸年金事務所	 ☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係	 ☎62－1111（代表）

もし年金手帳を紛失したら…

国民年金アドバイス

　国民年金や厚生年金に加入されている方、また
は過去に加入していた方には年金手帳の再発行が

できます。

（2）手続きに必要な物
　・認印
　・本人確認ができるもの（次の A、B のいずれか）
　　Ａ：1点で確認するもの
　　　　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カー

ド ( 写真が貼付されたもの ) など
　　Ｂ：2点で確認するもの
　　　　国民年金保険料納付書、ねんきん定期便、ク

レジットカード、キャッシュカード、預金通
帳、保険証など

（3）その他
　　国民年金に加入されている方が、市役所で再発行

の手続きをする場合、お手元に届くまでに約１カ月
を要します。即日交付を希望される場合は、年金事
務所での手続きをお願いします。

年金手帳をなくした場合、どうすればいいですか？
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〈広告欄〉

●
材
料
（
6
人
分
）

　

タ
マ
ネ
ギ......................

3
個

　

生
姜.............................

適
量

　

豚
ひ
き
肉..............

1
5
0
g

　

豆
板
醤.................

小
さ
じ
1

　

サ
ラ
ダ
油......................

適
量

　

み
そ.............................

90
g

　

砂
糖.....................

大
さ
じ
6

　

酒........................

大
さ
じ
3

　

片
栗
粉.................

小
さ
じ
3

　

し
ょ
う
ゆ...........

小
さ
じ
3
強

　

塩................................

少
々

　

こ
し
ょ
う......................

少
々

●
作
り
方

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

れ
、
み
じ
ん
切
り
に
し
た
生
姜
、

ひ
き
肉
、
豆
板
醤
を
炒
め
、
み

そ
、
砂
糖
、
酒
、
水
溶
き
片
栗

粉
を
加
え
て
ソ
ー
ス
を
作
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

れ
て
熱
し
、
輪
切
り
に
し
た
タ

マ
ネ
ギ
を
焼
く
。
片
面
が
焼
け

た
ら
裏
返
し
て
弱
火
に
し
、
水

（
大
さ
じ
3
）
を
加
え
て
か
ら

蓋
を
し
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

③
塩
、
こ
し
ょ
う
、
し
ょ
う
ゆ
で

味
を
付
け
、
火
を
止
め
る
。

④
皿
に
③
を
盛
り
、
①
の
ソ
ー
ス

を
か
け
る
。

制
度
、
言
い
換
え
れ
ば
、
3
年
ご

と
に
評
価
額
を
見
直
す
制
度
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
評
価
替
え
は
平
成

27
年
度
で
す
。

　
家
屋
の
税
額
が
下
が
ら
な

い
の
で
す
が
…

　

家
屋
の
税
額
は
、
基
本
的

に
は
評
価
替
え
の
度
に
下
が

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
定
以
上
の
年
数
が

経
過
し
た
家
屋
で
、
評
価
額
が
最

低
限
度
ま
で
下
が
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
家
屋
が
存
在
す
る

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

解
説
　
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

と
は
な
ん
で
す
か
？

　

評
価
替
え
と
は
、
土
地
・

家
屋
の
価
格
を
見
直
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
毎
年
度
そ
の

資
産
の
価
値
に
応
じ
て
評
価
替
え

を
行
い
、「
適
正
な
時
価
」
を
も

と
に
課
税
す
る
こ
と
が
納
税
者
間

に
お
け
る
税
負
担
の
公
平
に
資
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
膨
大
な

数
の
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
そ

の
評
価
を
毎
年
度
見
直
す
こ
と
は

実
務
的
に
不
可
能
で
す
。そ
こ
で
、

原
則
3
年
間
評
価
額
を
据
え
置
く

限
り
評
価
額
が
据
え
置
か
れ
ま

す
。（
但
し
、
物
価
水
準
の
変
動

が
評
価
額
に
反
映
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

　
地
価
が
下
落
し
て
い
る
の

に
宅
地
の
税
額
が
上
が
る
の

は
な
ぜ
？

　

税
の
負
担
調
整
措
置
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

土
地
の
価
格
（
評
価
額
）
は
、

平
成
5
年
度
以
前
に
は
地
価
公
示

価
格
よ
り
著
し
く
低
い
水
準
に
あ

り
、
平
成
6
年
度
評
価
替
え
か
ら

全
国
的
に
地
価
公
示
や
相
続
税
な

ど
の
公
的
土
地
評
価
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
地
価
公
示
価
格
の
7

割
を
目
途
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
、
評
価
額
＝
課
税
標
準
額

で
あ
る
と
こ
ろ
、
平
成
6
年
度
か

ら
評
価
額
が
大
幅
に
上
昇
し
た
こ

と
か
ら
、
平
成
5
年
度
の
課
税
標

準
額
を
基
に
徐
々
に
本
来
の
価
格

に
近
付
け
て
い
く
負
担
調
整
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

地
価
が
下
落
し
て
い
る
場
合
で

も
、
評
価
額
と
課
税
標
準
額
の
差

が
、
い
ま
だ
に
大
き
い
土
地
（
負

担
水
準
の
低
い
土
地
）
に
つ
い
て

は
、
負
担
調
整
措
置
が
取
ら
れ
、

税
額
が
上
が
る
と
い
う
場
合
も
生

じ
て
き
ま
す
。

　

な
お
、
ご
自
身
の
土
地
の
負
担

水
準
に
つ
い
て
は
、
名
寄
帳
を
取

得
い
た
だ
け
れ
ば
確
認
で
き
ま

す
。

Q1

Q2

Q3

☆
タ
マ
ネ
ギ
ス
テ
ー
キ
と
肉
み
そ
ソ
ー
ス

�

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

資
産
税
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）
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ートピックスー　地域の話題

　₅月25日、ハクビシンによる農作物被害に悩む農家約20名が、箱
わなを用いたハクビシンの捕獲方法を東部人権啓発センターで学び
ました。
　ハクビシンは、明治時代に中国などから移入されたと考えられる
雑食性の哺乳類で、近年農作物を食い荒らすなどの被害が各地で深
刻化しています。今回の講習会は、ある一定要件の下で認めている、
狩猟免許を持たない個人による外来獣の捕獲を普及させることを目
的に市が主催したもので、市猟友会の役員が講師を務めました。
　参加者は実際に箱わなを用いて餌の仕掛け方や安全上の注意点な
どを学んだ後、収穫シーズンに備えて箱わなの無償貸与を受けてい
ました。

　₆月₁日、市の天然記念物に指定されているオオルリシ
ジミの親子観察会が八重原にある企業の敷地内で開かれ、
県内外から約100名の一般参加者が集まりました。この日
は食草クララにつがいでとまるオオルリシジミが多く見ら
れ、参加者は観察会を主催した北御牧のオオルリシジミを
守る会（小

こ

山
やま

剛
たかし

会長）の会員の説明を聞きながら、交尾や
産卵の様子を観察しました。

　₆月₁日から₄日にかけ、滋野小学校の₄〜₆年生計30名が、滋野コ
ミュニティーセンターで寝食を共にしながら学校に通う「通学合宿」を
しました。
　この通学合宿は、地域づくり組織「しげの里づくりの会」（吉

よし

田
だ

周
しゅう

平
へい

会
長）が中心となって組織した実行委員会が主催したもので、子どもたち
の協調性や自立性などを育むことを目的に昨年度から実施されています。
　子どもたちは、サポート役として参加した滋野地区の大人や長野大学
の学生らの力を借りながら食事づくりや掃除、宿題をこなしたほか、夜
には大人と共にレクリエーションを楽しみ、テレビやパソコンのない環
境で₃泊₄日を過ごしました。

　また、₉日には、祢津小学校₃年生の児童が、教
室で飼育して羽化させたハヤシミドリシジミを祢津
城山に放蝶しました。
　ハヤシミドリシジミは、市内では城山のみに生息
する珍しい蝶で、児童たちは同所で採取した卵をふ
化させて、成長過程を観察してきました。
　放蝶を終えた児童たちは「これからお世話ができ
なくてさみしい」などと話し、大切に育ててきた蝶
との別れを惜しんでいました。

滋野小学校の児童が通学合宿
集団生活で協調性・自立性を育む

オオルリシジミとハヤシミドリシジミ
瑠璃色の希少な蝶が野山を舞いました

農作物被害を防ごう!
ハクビシンの安全捕獲講習会

▲食草クララにとまるオオルリシジミを観察

▲夕食後には皆でレクリエーションを楽しむ

▲児童の手からハヤシミドリシジミが放たれる

▲箱わなの取扱いを学ぶ参加者
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ートピックスー　地域の話題

　₆月15日、「四季の森」里山を守る会（森
もり

昌
まさ

子
こ

代表）が主催
する「東御の童謡唱歌発表会」が中央公民館で開かれ、東御市
にちなんだオリジナルの童謡唱歌が披露されました。
　今回「東御の童謡唱歌」として披露されたのは₆作品で、同
会が昨年公募で集まった22作品の中から選定したものです。
　発表会では、冒頭に作者へ表彰状が贈られ、続いて童謡唱歌
を習う市内の個人やグループの熱唱により、それぞれの作品が
感情豊かに表現されました。
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」

　₆月₄日、各分野において顕著な功績をあげた個人と団体に贈られ
る県知事表彰の表彰式が長野市内で開かれ、市内の₃氏が産業功労者
表彰を受けました。
　今回表彰を受けたのは、市観光協会会長で、湯の丸高原で観光事業
に携わる峯

みね

村
むら

文
ふみ

博
ひろ

さん（奈良原）、先進的な酪農経営を実践する傍ら、
女性グループの起業にも携わった小

こ

林
ばやし

敬
けい

子
こ

さん（御牧原南部）、ワイ
ナリーを経営し、県の「おいしい信州ふーど（風土）」大使や信州ワ
インバレー構想推進協議会会長などを務める玉

たま

村
むら

豊
とよ

男
お

さん（田沢）です。
　表彰式の翌日には、₃氏が市役所を訪れて花岡市長に受賞を報告し
ました。

　₆月19日、毎年相撲奨励月間を設けて授業に相撲を取り入れている
滋野小学校で、大相撲東関部屋の東関親方（元潮丸関）、振分親方（元
高見盛関）、現役力士₂人の計₄人が講演と実技指導を行いました。
　講演した振分親方は、「何よりも大事にしたいのは心。礼に始まり
礼に終わるというように、相手や先人を敬うことを大切にしてきた」
と話し、自身が相撲界で学んだことを紹介しました。
　講演後の実技指導では、児童や教職員が高三郷関と白虎関と対戦し、
東関親方が「投げられたときは手をついてはいけない。腕を折らない
ように、丸くなって転んだほうが良い」などと助言していました。

ふるさとの光景がよみがえる力作
東御の童謡唱歌ができました

長きにわたり地域の産業振興に貢献
市内の₃氏に産業功労者知事表彰

滋野小学校で相撲奨励月間
力士から心構えや技術を学ぶ

▲軽々と児童を持ち上げる白虎関

▲作品の一つ「ふるさと東御」を歌うグループ

▲受賞を喜ぶ峯村さん（写真中央左）、小林さん（同中
央右）、玉村さん（同右端）
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（ 6月１日現在）

世帯数
11,697世帯（−8）

総人口
30,967人（−10）
男 15,278人（−16）
女 15,689人（＋ 6）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 67人
転出	 63人
出生	 23人
死亡	3 6人
その他	 1人減
※カッコは前月対比
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平成26年
7月1日発行

　今回は、知的障がいをもつ子どもや青年の余暇活動の
充実と社会参画を目指して活動する団体の紹介です。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

　当会は、上田養護学校の生徒4人が授業を通じて和太
鼓に興味をもったことが契機となって平成13年に発足し、
音楽療法士の先生による指導の下、知的障がいのある子ど
もや青年が大好きな音楽や和太鼓で自己表現力や仲間意識
を育み、社会参画することを目的に活動しています。
　普段の活動は月2回で、市総合福祉センターの講堂をお
借りして、音楽療法活動と和太鼓演奏に励んでいます。「自
分たちが如何に楽しく活動できるか」ということを大切に
している当会では、皆が画一的に同じことをやるのではな
く、障がいの程度や興味に合わせて多種多様な表現方法で
音楽を楽しんでいます。

設立の経緯と主な活動

　年3回ほど行うステージ発表は、子どもたちにとっ
て貴重な社会参画の機会であるともに、成長の場にも
なっています。発表を重ねるたびに、応援してくださ
る地域の皆さんによって子どもたちが育てられている
ことを実感します。発表では、地域の皆さんと音楽を
楽しむ気持ちを共有し、活動の輪を広げていきたいと
願っています。

音楽を楽しむ気持ちを共有したい
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さん（東町）

No.4

　市では、市内で地域づくり活動を行う団
体を市公式ホームページで紹介しています。
登録をご希望の団体は、ホームページをご
覧ください。

市民活動団体登録制度のご案内

東御市　市民活動団体 検索

音楽を楽しむ会 スキップ

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時～
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします


